
 

（第２号様式）   
令和６年３月 29日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立生田東高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

 

 

「活かせる学

力」の育成 

 

 

 

多様な学びの場

の提供 

 

①新教育課程に関

する検証を行い、

より良いものにす

る。 

②授業における効

率的な ICT利活用

を行う。 

③通級指導を通

じ、自己理解と社

会性を養う。 

①３年間の科目の置

き方、評価方法等検

証を行う。 

②新しく導入された

1 人１台端末を授業

でどのように活用し

ていくか、職員研修

を行うとともに、良

い活用の仕方を模索

するための授業研究

を行う。 

③効果的かつ継続的

な計画を立て、通級

指導を行う。 

①新教育課程をき

ちんと検証できた

か。 

②職員研修及び授

業研究を通して、

より良い ICT利活

用ができたか。 

③通級指導が効果

的かつ継続的に実

施できたか。 

①新カリキュラムを約

３年間、大きな問題な

く運営できている。 

②すべての職員が、ICT

利活用し授業をおこな

っている。 
③通級指導が効果的か
つ継続的に実施でき
た。 

①本校により合致している

理想の形に近づけていける

よう、引き続き会議等で情

報収集し、検討していく。 

②ICT を利活用するだけで

なく、よりよい授業をおこ

なうための研修をおこなっ

ていく。また、継続して利

活用できるよう、引き続き

環境整備をおこなう。 

③効果的な支援ができるよ

うに授業方法や教材研究に

取り組む。 

①今後もまずます ICT
機器を利用したカリキ
ュラムを実施し、生徒
に深い学びの場を提供
してほしい。 
②ICT 機器の活用を図
るための環境整備は高
く評価できる。また、
授業に ICT機器を積極
的に活用している点は
素晴らしいと感じる。 
③通級による指導にお
いても ICT機器を活用
できることを期待して
いる。 

① ICT機器を利用した授業改

善は行うことができており成

果として高く評価できるが、

さらなる発展も目指すことが

でき、どうように発展させる

かに課題が残る。 

②ICT 機器の活用を図るための

環境整備は進んでいるおり成

果として高く評価できるが、

教員の負担が増えているとい

う課題もある。 

③通級による指導のおかげで

学校に来られるようになった

生徒がいることは成果として

高く評価できる。 

①教員の間で研究会や勉

強会を行うことで、ICT

機器に対する理解を深め

ていく。 

②一部の教員の負担を軽

減するために、チームで

動くような組織を作る。 

③通級による指導の取り

組みや実績を職員の間で

周知し、通級による指導

の理解を深める。 

２ 

(幼児・児
童・) 
生 徒 指
導・支援 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊かな人間性・
社会性を備えた
人づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 

①部活動や生徒会
行事を通して豊か
な人間性・社会性
を身に付ける。 
②規範意識を育成
し、人権・生命や
思いやりの気持ち
を大切にする心を
育む。 
③SC,SSWの勤務拡
充に伴い、教育相
談等、生徒支援体
制の充実を図り、
安心・安全な学校
づくりを推進す
る。 

①環境の変化に応じ
た配慮を行い、部活
動・生徒会行事がコ
ロナ以前の通常に近
い形で円滑に行える
よう企画する。 
②生徒の健全育成を
図るため、粘り強い
生徒指導を推進す
る。SNS 利用の際、
人権・生命や他者と
の関わりを大切にす
る心の育成を図る。 
③定期的な相談機会
を確保し、生徒一人
ひとりに目を配る。
年２回のアンケート
を行い生徒の課題を
発見し、早期対応を
行う。 

①安全、安心して
部活動、生徒会行
事を行うことがで
きたか。 
②教育活動におい
て生徒がいのちを
大切にして思いや
りの気持ちを持っ
て行動できたか。
適切な SNS の利用
が徹底されたか。 
③適切で丁寧な生
徒対応ができた
か。いじめの未然
防止や早期対応が
できたか。発達の
課題等、個々の課
題に柔軟に対応で
きたか。 

①体育祭・文化祭とも
に久々にコロナ禍以前
に近い形で実施するこ
とができた。生徒も戸
惑いながらもそれぞれ
の役割を果たしてくれ
ていた。 
②SNS の適切な利用を促
進するために、外部講
師を活用するなどして
啓発し一定の成果が出
ている。 
③新たにサポートドッ
クが導入されアンケー
トと SC,SSW の援助を効
果的に結合した。 

①改修工事の関係で、まだ
しばらくは環境の変化に応
じた対応が求められるが、
生徒と話し合いながら、実
施していきたい。 
②いのちの大切さを、さま
ざまな活動の中でさらに訴
えていきたい。 
③生徒心得や指導の手引き
の見直しをはかり、事象に
応じた指導体制を再構築し
ていきたい。 

①体育祭や文化祭がコ
ロナ禍以前に近い形で
実施できたのはよかっ
たと思う。 
②SNS の適切な利用促
進について継続的な啓
発を希望する。 
③社会に適した指導体
制を作ってほしい。 

①体育祭や文化祭が通常の形
で行えたことは高く評価でき
る。次年度以降、体育館の耐
震工事があるため、プログラ
ムを一部変更しなければなら
ないという課題も残る。 
②SNS の適切な利用に関する指
導の場を設けたことはよかっ
たが、不適切な使用が完全に
防ぐことができなかった点に
課題が残る。 
③SC や SSW と協力しながら生
徒の支援を行えたことは成果
として高く評価できる。 

①今年度成功したことを
次年度に引継ぎ、生徒に
適したプログラムを生徒
とともに考える場を設け
る。 
②生徒が興味をもつよう
な事例を作るなど、生徒
が主体的に参加するプロ
グラムを提案する。 
③SC や SSW の情報を生徒
に提供する場を設ける。
悩みが深刻になる前に相
談できるような支援体制
を作る。 

３ 
進 路 指
導・支援 

進路発見と進路
実現 

①個の進路希望に

応じた適切な進路

指導の充実を図

る。 

②進路実現に向け

て自己理解を促

す。 

 

①年間指導計画を学
年ごとに策定し、３
年間を通じて系統的
な進路指導を実施す
る。 
①狙いを明確にし
た、段階に応じたガ
イダンス等を企画立
案する。  

②「進路の手引き」

や各種外部模試の結

果などを活用し、自

己学力や自己適性を

見極められるよう指

①必要な情報が適

切に、系統立てて

発信され、進路実

現に役立てられた

か。 

②生徒に自分の学

力や適性を理解さ

せ、進路実現に資

することができた

か。 

 

①年度当初に作成・提
案した年間指導計画に
基づき、系統的な指導
を行うことができた。 
②各種外部テストを単
発・やりっぱなしとせ
ず、事前事後指導を充
実させることができ
た。例えば１年生では
課題テストに向けた課
題を学年共通で配信し
たり、２年生では事後
の結果分析会を教員・
生徒対象で行ったりす
ることができた。 

①年間指導計画を立案・提
示するところまでは確立で
きたものの、その中身はい
まだ「その時の学年所属職
員が決める」という状態で
ある。同状態は継続性と一
貫性に欠けるため、指導を
委託する業者を一本化する
などの改善策が考えられ
る。 
②事前指導のさらなる充実
に努め、外部テストを生徒
の中でより「自分事化」し
ていく必要がある。 

①年間指導計画が系統
的に示されたのは高く
評価できる。一貫性を
もった進路指導を期待
している。 
②外部テストを自分か
ら受けることができる
ような支援を期待して
いる。また、進路先が
幅広いことは多様性が
あり良いことだと思
う。 

①年間指導計画を立案・提示
され、系統的な進路指導が行
えたことは成果として高く評
価できるが、さらなる発展を
目指すことに課題が残る。 
②外部テストの受検者が増え
なかったことに課題が残る。 

①年間指導計画と実際の
指導を比較し、目的が達
成できたかを振り返る必
要がある。 
②外部テストの必要性や
重要性を伝える場を設け
ることが必要である。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

導する。 

４ 
地 域 等 と
の協働 

 
 
 
 
 
 
地域教育力を活
用した学校づく
り 
 
 
 
 
 

①近隣中学校・上
級学校等との連携
の機会を確保し、
社会に対して開か
れた学校づくりを
推進する。 
②地域や社会の
方々への積極的な
情報公開を行い、
意見交流を活かし
て学校改善につな
げる。 
 

①中学校との連携の
継続とともに、大学
との効果的な連携方
法を検討する。 
①高大連携コンソー
シアム事業等の情報
を分かりやすい形で
周知する。 
②情報発信の内容を
充実させるととも
に、学校運営協議会
の部会で、地域との
意見交流を活発にす
る。 

①高大連携を増や
すことや、外部か
らの情報を工夫し
て周知することで
多様な学びの機会
を提供できたか。 
②ホームページが
より充実し、動画
配信数と視聴数を
増やすことができ
たか。学校運営協
議会の部会で意見
交流できたか。 

①高大連携などの外部
の学びについては、情
報提供にとどまった。
一方で、出前授業など
の活用は、複数の教科
で見ることができた。 
②tvk での放送なども活
用し、動画での発信を
行うことはできたが、
十分とは言えなかっ
た。 

①教員側に、外部人材を利
用する機会の創出を働きか
ける。 
②中学生や保護者には動画
での情報提供が最適だと考
えるため、引き続き広報の
方法を模索する。来年以降
も、多様な取り組みが計画
されているので、いろいろ
な姿を見ていただけるよう
にする。 

①専修大学と「一日体
験入学」で接点を持て
たことは良かったと思
う。 
②今後も生田東高校の
広報活動が活発に行わ
れることを期待してい
る。地域等との協同も
行われることを期待し
ている。 

①大学や中学校と連携できた
ことは成果として評価できる
が、生徒が主体的に取り組め
るようなプログラム作りには
課題が残る。 
②広報活動においては積極的
に行えたことは成果として評
価できるが、地域との連携に
ついては課題が残る。 

①生徒が主体的に取り組
めるように、事前学習な
どを改善する必要があ
る。 
②広報活動においては引
き続き積極的に行ってい
く。また、地域との協同
については、地域との連
絡を密にとり、地域の要
望を聞きながら実施して
いく必要がある。 

５ 
学校管理 
学校運営 

 

 

 

 

 

教育環境の整備

と「働き方改

革」の推進 

 

 

 

 

 

事故・不祥事ゼ

ロの取組 

 

 

①保護者との連携

を深めるため、情

報の速やかな提供

を実現させる。 

②感染症対策を維

持しながら、PTA

活動を活性化さ

せ、生徒の日々の

生活の支えとなる

活動を進める。   

③「働き方改革」

を推進する。 

④事故・不祥事防

止の取組の徹底を

通じて信頼される

学校づくりを進め

る。 

①保護者との連携を

深めるために、マチ

コミの全員の登録を

目指し、QRコードの

ポスターを掲示する

等追加の登録依頼を

する。 

②感染症対策を維持

しながら、体育祭で

の飲み物提供、文化

祭での食品販売、交

通安全を学べる車の

手配。また制服リサ

イクルをおこなう。 

③業務の効率化、職

場のペーパーレス化

を進める。 

④個人情報の取扱い

の意識を高める呼び

かけをし、不祥事ゼ

ロの研修を行う。 

①マチコミに登録

している保護者等

が増えたか。 

②PＴＡの活動を

生徒に周知徹底

し、多くの生徒に

利用してもらえた

か。 

③Teamsへの移行

に伴い、業務の簡

素化が達成した

か。 

④不祥事防止の取

組として、具体的

な事例を取り上

げ、教員としての

自覚を促したか。 

①概ね登録は完了して

いる。 

②換気に注意し、感染

防止に努めた。ＰＴＡ

と生徒会生徒の座談会

を行い、交流を持つ機

会を得た。 

③連絡や業務進捗を 

Ｔｅａｍｓを使って配

信し、情報共有が瞬時

に行えた。 
④文書の一時保管のた
めのかごを購入し、紛
失防止に努めた。 

①概ねマチコミが浸透して

おり、連絡手段として有効

活用されている。全員登録

を達成していきたい。 

②今後もＰＴＡと生徒会生

徒の座談会を継続し、生徒

の学校生活の環境向上を目

指したい。 

③Ｔｅａｍｓの活用によ

り、業務の効率化をさらに

進めたい。また、ZOOM の活

用頻度を高めたい。 
④適正な会計処理を行い、
重要書類の保管場所を定
め、事故防止に努めたい。 

①マチコミの登録者が
増えていることは評価
できる。 
②感染防止に努めなが
ら PTA 活動が行うこと
ができて良かったと思
う。 
③ICT 機器を利用して
業務が効率化できたこ
とは良いと思う。さら
なる発展に期待してい
る。 
④適切な会計処理がで
きていることは評価で
きる。 

①マチコミの登録者が概ね完
了していることは成果として
高く評価できる。今後は登録
が完全になることを目指して
いくことに課題が残る。 
②PTA 活動が積極的に行えたこ
とは成果として高く評価でき
る。 
③Ｔｅａｍｓを活用すること
で、業務の効率化進められた
ことは成果として高く評価で
きる。一方、ZOOM の活用頻度
を高めるといった課題が残
る。 
④事故・不祥事防止の取り組
みに対して組織として対応で
きたことは成果として高く評
価できる。 

①マチコミの登録者が
100％になるように、引き
続き声掛けなどを行う。 
②引き続き PTA 活動が活
発に行えるように保護者
との連携を密にする。 
③ZOOM の活用頻度を高ま
るように、職員が使う場
を設けたり、組織として
取り組んだりする必要が
ある。 
④引き続き、事故・不祥
事防止に対しては、組織
として対応できるように
し、信頼される学校づく
りに対して、職員全体で
取り組むような環境を作
る必要がある。 

 

 


